
 
 
 
 
 
 
 

　

昔
の
日
本
人
が
病
や
災
い
の
原
因
が
分
か
ら
ず
、
「
妖
怪
の
仕
業
」
と
し
た
こ
と
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
わ
り
が
海
に
囲
ま
れ
、
山
地
も
多
い
た
め
、
自
然
現
象
に
よ
る
災
害
が
多
い
日
本
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
考
え
で
す
。

い
わ
ば
妖
怪
と
い
う
の
は
、
人
間
が
分
か
ら
な
い
も
の
や
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
対
し
て
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
た
結
果
で
あ
り
、

日
本
人
の
想
像
力
の
賜
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
で
は
科
学
の
進
歩
に
よ
り
、
病
や
災
い
な
ど
の
謎
は
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
、
妖
怪
の
存
在
を
信
じ
る
者
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昔
の
よ
う
な
想
像
力
は
失
わ
れ
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
の
日
本
人
ら
し
さ
は
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

妖
怪
と
は
、

y
o-

k
A
I
に
つ
い
て
。

科
学
に
よ
っ
て
消
え
て
し
ま
っ
た
妖
怪
を
科
学
に
よ
っ
て
蘇
ら
せ
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。

現
代
に
お
け
る
最
先
端
の
科
学
が
A
I
で
あ
る
と
考
え
、
A
I
に
よ
っ
て
妖
怪
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

y
o-

k
A
I
〈
妖
怪
〉
と
名
付
け
て
み
ま
す
。

y
o
‐
k
A
I
は
天
井
の
隅
や
壁
、
傘
の
下
な
ど
様
々
な
〝
日
常
の
き
っ
か
け
〞
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

一
度
y
o
‐
k
A
I
を
見
た
あ
な
た
の
想
像
力
は
拡
張
さ
れ
、

あ
な
た
の
普
段
の
風
景
で
も
あ
な
た
に
と
っ
て
の
妖
怪
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
提
案
で
は
、
6
体
の
y
o
‐
k
A
I
を
制
作
し
ま
し
た
。

敷
地
は
私
た
ち
の
日
常
で
す
。
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yo-kAI 生成プロセス

ChatGPT に「日本の妖怪である○○の見た目を表すプロンプトを生成して

ください。stabele diffusion で用いります」と入力し、画像生成用のプ

ロンプトを生成してもらう。

2. プロンプトを生成する

そのプロンプトを画像生成 AI である stable diffusion に入力し、

AI 画像を生成する。

3. AI 画像を生成する

その AI 画像を 3D 生成 AI である AiuniAI で 3D データを生成する。

4. 画像から 3D データを生成する

Blender( モデリングソフト )で 3D データの欠損部分を修正し、

日常のきっかけに沿うように編集する。

5. 3D データを編集する

作成した 3D データを 3D プリンターで出力する。

6. 3D プリンターで出力する 

日常の風景の中に、妖怪がいそうなところ -日常のきっかけ -を見つけ、

そのイメージに沿った日本の妖怪を探す。

1. 日常のきっかけを探す



日常のきっかけ：

天井の隅

作品説明：

天井の隅などの三つの面に

よって囲まれた場所。じっと

見つめているとそこに引力を

感じます。引力がはたらくこ

の場所には何かを吸い込む妖

怪がいそうだなと考え、制作

しました。モチーフとした妖

怪は、大きな口で人やエネル

ギーを吸い込むとされている

妖怪「大がま」です。

日常のきっかけ：

壁の穴やしみ

作品説明：

点が３つあると顔に見える

シュミラクラ現象。壁の穴や

しみを見たとき、壁に埋め込

まれた大きな化け物に見え、

そういった想像を促すよう、

口を制作することを考えまし

た。モチーフとした妖怪は、

口しかない顔で人間を驚かす

妖怪「お歯黒べったり」です。

日常のきっかけ：

開いたまま干してある傘

作品説明：

雨が降った後、乾かすために

広げられた傘が廊下に置かれ

てあることがあります。その

傘の下になにかいそうだなと

考え、制作しました。モチー

フとした妖怪は、傘から手足

が生えている妖怪「からかさ

小僧」です。

日常のきっかけ：

細い瓶やペットボトル

作品説明：

細く長い瓶やペットボトル。

少しの衝撃でグラグラと揺

れ、バランスを保ちます。そ

の先端にはバランスを取りな

がらゆらゆらと揺れ動くなに

かがいそうだなと考え、制作

しました。モチーフとした妖

怪は、一本足で飛び跳ねる「一

本だたら」です。

日常のきっかけ：

固く締められたジャムの蓋

日常のきっかけ：

こぼれてしまった液体

作品説明：

どれだけ力を込めてもなかな

か開かないジャムの蓋。これ

はきっと開かないように何か

がきつく締めていると考え、

制作しました。モチーフとし

た妖怪は、人の背中にしがみ

つく妖怪「おばりよん」です。

作品説明：

意図せず床にこぼれてしまっ

た水やスープなどの液体。

もったいないなと思ってしば

らく眺めていると、何かがそ

の液体を舐めにやってきそう

だなと考え、制作しました。

モチーフとした妖怪は、人の

家に忍び込み、お風呂の垢を

舐める妖怪「あかなめ」です。

〈あかなめ〉 〈お歯黒べったり〉

Her mouth is grotesquely exaggerated, 

with jet-blackened teeth grinning 

widely, dripping with eerie darkness. 

Name:Ohagorobettari

Weight:45g

Material:PLA

Color:coal gray

Habitat:walls and 

　　　 floors

〈からかさ小僧〉

An old Japanese umbrella has grown a single leg and is wearing sandals. In 

the center, there is a large single eye, and a long tongue is sticking out from 

its mouth. full body, front view, simple, friendly

Name:Karakasakozo

Weight:116g

Material:PLA

Color:pearl purple

Habitat:under the 

umbrella

〈大がま〉

A gigantic, mythical Japanese yokai toad, known as Ogama (Great Toad). Its 

body is massive, covered in warty, slimy skin with dark brown and green 

hues. It has piercing, glowing yellow eyes and a wide, menacing mouth. Misty, 

swampy background, eerie and mysterious atmosphere, traditional Japanese 

folklore style, highly detailed., front view, simple

Name:O-gama

Weight:491g

Material:PLA

Color:mustard green

Habitat:corner of the 

　　　 ceiling

〈おばりよん〉

Name:Obariyon

Weight:123g

Material:PLA

Color:light green

Habitat:on a hard lid

A terrifying Japanese yokai named Obarion, a shadowy and hairy creature 

lurking. It has a large, hunched body covered in thick black fur, with long, 

gangly arms and sharp claws. It clings from above onto a cylindrical object, 

wrapping its limbs tightly around it, as if waiting to pounce. simple, cute

〈一本だたら〉

Name:Ippondatara

Weight:20g

Material:PLA

Color:light green

Habitat:the tip of the 

　　　 something thin

A monster standing on one leg. a monstrous one-eyed, one-legged 

creature. Its massive, muscular body is covered in rough, dark, 

leathery skin. full body, front view, simple, cute 

Name:Akaname

Weight:313g

Material:PLA

Color:navy

Habitat:wet place

A grotesque Japanese yokai called Akaname, a small, hunched, reddish skin. 

Its long, sticky tongue drips with saliva as it eagerly licks the grime. Crawling 

on all fours, sticking out the tongue and licking the floor. full body, simple, 


